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はじめに

ヨハン・ホイジンガ (JohanHuizinga 1872-1945)の遊戯文化論研究は、数多く存在する c

しかし、遊戯文化論の社会的・思想的背景を明らかにした研究は、これまでになかった。

遊戯文化論の背景に、近代社会や近代文明に対するホイジンガの批判的認識があったとの

見方は存在したが、実証的に行われた研究はなかった。そこで本研究は、ヨハン・ホイジ

ンガの遊戯文化論の社会的・思想的背景を明らかにすることを目的とした。

研究内容

本研究は、二つの課題を設定した。第一に、ホイジンガの遊戯文化論には、どのような

社会的背景があったのか、オランダ社会の近代化と生活様式の変化から明らかにすること

である。第二に、ホイジンガの遊戯文化論には、いかなる思想的背景があったのか、ホイ

ジンガの近代社会認識と近代文明批評から明らかにすることである。

オランダの産業化は、ホイジンガの生涯を通して進んだ。ホイジンガが生まれた産業革

命期以降、オランダ社会は急速な産業化を遂げた。なかでも工業化の進展は、オランダの

経済力を強め、人々の生活を物質的に豊かにした。だが一方で、それまでの家庭的な手工

業や、ゆとりある生活は失われていった。オランダの人口は、ホイジンガの生きた時代に

急増し、都市部では、人口の集中化が進んだ。より収入の多い仕事を求め、田舎から移り

住んだ労働者によって、大都市は人間で溢れた。そうしたなか、労働者の聞に選挙権を求

める運動が起き、段階的に選挙権が拡大された。 1917年に普通選挙制と比例代表制が導入

されると、政治は、上層階級から労働者階級の手に渡った。知識や判断力に乏しい大衆が、

数の多さで政治を動かすようになったのである。オランダの帝国主義政策は、インドネシ

アにおいて文化的な統制を行った。他国の文化を力で統制し、近代文明を戦争に利用した

のである。普通教育の普及は、就学率を上げ、文盲率を低下させた一方で、子どもに大量

の知識を注入し、創造力や判断力を養う教育が疎かにされた。学校教育は、遊びの要素を

失い、学ぶことに対して受け身の姿勢をつくった。このように、オランダ社会の近代化は、

人々を、遊びと文化から疎遠にした。

ホイジンガの時代、オランダ都市部の住環境は劣悪だった。そのため、いち早い改善を

目的に、標準化・画一化した住宅が数多く建てられた。それは、かつての建築と異質な、

コンクリ}トでできた装飾を施さない一様なスタイルであった。経済的合理性を重視した

オランダの近代建築は、建築において遊びの要素を消失させた。建築文化は、画一化し、

多様性を失ったのである。労働者の労働環境は、産業革命以降、かなり厳しい状況にあっ

た。労働時間は徐々に減少したものの、 1920年代の終わりまで長時間労働が行われていた。

労働者は、少しでも収入を増やすため、過酷な労働に耐えた。仕事からゆとりや遊びの要

素は失われ、非人間的な労働形態で働いていた。その極みが、 1920年代に導入されたテイ

ラーシステムであった。自由時間は、休息や気晴らしに利用され、アルコーノレに溺れる労

働者が多かった。教養を身につけたり、自己実現・自己開発を図る文化的な活動を行う労

働者は少なかった。しかし、 20世紀になり、少しずつ自由時間が増えると、労働者のなか
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にはスポーツや趣味を楽しむ者が増えた。積極的・能動的な余暇活動を行う労働者がいた

一方で、映画やギャンブルなどの受動的・消極的な余暇活動を行う者も多かった。

このように、ホイジンガは、遊びが損なわれ、文化の画一化が起きた社会に生きていた。

こうした状況が、ホイジンガに遊びと文化への関心を高めさせたと考えられる。

第二の課題については、政治・経済、文化・教育、社会生活一般に渡る、近代社会と近代

文明に対するホイジンガの見解から遊戯文化論の背景を探った。

ホイジンガによれば、政治は、遊びの要素が薄れ、面白味のない生真面白な活動になっ

た。大衆が議会政治に参加したことで、それまでみられた品位あるスポーツ感覚の討論が

なくなった。政党は己の利益を獲得するため、議会においてムキになる生真面白な打算的

議論に終始するようになった。

経済は、利益追求を目的に効率性を重視したため、労働をはじめ、生活の様々な場から

遊びやゆとりが失われた。すると人聞は、与えられた労働、与えられた娯楽のなかで生活

し、自ら考え判断する力、創造する意欲を喪失した。

文化は、画一化や低迷化が起きた。それは、経済性を重視した近代建築、商業宣伝に利

用された芸術、キリスト教の倫理や道徳の及ばない文学、政治に利用された哲学などに見

ることができる。文化の創造過程における努力や修練、遊びは失われ、精神的な要因が軽

んじられるようになった。

普通教育は、中途半端な知識を身につけた、受け身で均質化した人間を輩出した。その

原因は、思考力や創造力の育成よりも、知識の量を増やすことに重点をおいた学校教育に

あった。教育は、有用性を重視するあまり真面白になり、遊びの要素が減退した。

社会生活は、近代文明がもたらした映画やラジオが安易な娯楽として人気を得たが、他

方で、人聞から思考力や判断力を奪い、受け身の人聞を増やした。販売部数を増やすため

センセーショナルな記事を書く新聞は、利益を追求する近代社会の真の姿であった。また、

人々の宗教離れや性交渉の自由化が進み、道徳や規範の衰敗が起きた。

ホイジンガは、近代社会が、物の豊かさや利便性を追求したため、近代文明に依存する

度合いが大きくなり、人間の社会生活が機械化したと捉えた。これが、人々から遊びを奪

い、物事に積極的に取り組む態度を失わせ、文化的な活動に対する意欲を失わせたと考え

たのである。

ところで、ホイジンガの遊戯文化論の特質は、美しく生きたい夢や崇高な理想、が、遊び

を通して表現されたとき、豊かな文化が創られることにあった。またホイジンガは、遊び

と文化の密接な関係、を、様々な文化領域で論証した。ホイジンガにとって、遊びは、夢や

理想、を表現する方法であり、文化の形成に欠かせなかった。その遊びが、近代社会におい

て、経済的・物質的豊かさを求めるあまり、蔑ろにされているとホイジンガは認識した。

文化を愛するホイジンガにとって、当時のオランダはかなり深刻であった。近代文明に重

みをおく社会に向けて、遊びと文化の重要性を説かずにはいられなかった。これが遊戯文

化論となって、世に出たと考えられる。

住 j盆
ホイジンガの遊戯文化論は、オランダ社会の近代化において、遊びを喪失し、文化を危

機に陥れた、経済的価値・物質的価値を追求する近代社会・近代文明に対する批判的認識

が背景にあった。
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